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三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 有限会社　トヨダ

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

有限会社 トヨダでは、産業廃棄物処理・収集運搬、貨物運送、土木工事、家屋解体の各事業を通じ、具体的な環
境問題の改善と地域社会への貢献を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該
当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

廃棄物を処分されるお客様から処分を委託していただくことにより、当社の取り組みに間接的に参画いただ
き、環境負荷軽減に努めていただきます。

環境

グリーン購入対象商品の拡大
2026年までにコピー用紙及びトイレッ
トペーパーをグリーン購入対象商品に
追加

社会

経済

電力および化石燃料の使用量と料金の把握と削減

・電力使用量2023年297,471kWh
→2026年289,149kWh
・化石燃料使用量2023年88,178ℓ
→2026年82,475ℓ

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境
・再生可能エネルギーによる発電事業者からの電
力供給を実施するとともに、自社に設置した自家
消費専用の太陽光発電設備により、当社内で使
用するエネルギーの一部をまかなっております。
2021年に太陽光設備が破損した為、太陽光の実
績は2020年までとなるが、省エネ機器の活用や
無駄な電気消費を抑え、目標を達成することがで
きた。

電力使用量
(kWh)2019年
429,630 →2023年
400,000

2023年　297,471社会

経済

環境
・廃棄物を原料とした木質チップの作成
2021年に破砕設備が破損した為、実績は
2020年までとなります。

2019年 935.7t →
2023年 1050.0t

2020年　1166.7t社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も
記載してください。

環境
・女性社員の活躍の機会拡大
積極的な女性社員雇用や、時短勤務対応等に取
り組み目標を達成することができた。また、える
ぼしも取得予定である。

女性社員 2019年 4名
→ 2023年 6名

2023年　6名社会

経済


